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 ２月９日（月）大川栃木市長様、梅澤栃木市議会議長様、青木栃

木市教育委員会教育長様をはじめ、３０名を超えるご来賓の方々

にご臨席を賜り、閉校式を行いました。式は、司会も含めて生徒に

よる運営で行いました。大川市長様、梅澤議長様よりご挨拶をいた

だき、校長式辞の後に、●●●●生徒会長が生徒代表の言葉を述べ

ました。緊張の中、歴史と伝統ある吹上中学校に対する思い、今年

度の生徒たちの取組の様子、栃木

北中学校に向けての思いが伝わ

ってきました。休憩を挟み、思い出のアルバム「吹上中学校の歩み」

では、写真のスライドショーで吹上中学校の歴史を振り返りまし

た。「扉」と題した全校群読では、吹上中学校閉校に対する思いを全

校生徒で式場に響かせました。最後に、青木教育長様より閉校宣言

をいただき閉式となりました。以下に校長式辞の抜粋と全校群読

「扉」の言葉をご紹介します。 

＜校長式辞（抜粋）＞ 

本校は昭和２２年４月吹上小学校の一部を仮校舎として開

校。戦後の混乱期で物資が乏しく苦しい財政にもかかわらず、

現在校舎のある吹上城址に新校舎が建設され、翌年の４月には

落成式が行われました。県下で一番早い校舎建設であり、当時

の保護者、地域の方々、行政関係者の教育に対する熱い思いを

感じます。昭和４３年に体育館、昭和５８年に現在の鉄筋４階

建ての校舎となり、歴史ある城址の豊かな自然環境に恵まれ、市の街並み、その奥に山々を望め

る校舎で、これまでに１万人を超える生徒が学んできました。部活動では、昭和５９年度野球部

の全国大会出場をはじめ、ハンドボール、バレーボール、卓球など多くの部が県大会優勝を果た

し、関東大会で活躍するなど輝かしい実績を残しました。 

  創立５０周年記念誌を紐解いてみますと、平成９年度生徒会長の寄稿に『「いつもさわやかあか

るいあいさつ」「部活動 輝け青春 育てよ友情」「きれいな学校 誇れる母校」のいぶき運動を

受け継ぎ』という言葉がありました。今もあいさつの伝統は引き継がれ、生徒たちのいつもさわ

やかなあいさつが校舎内外に響いています。部活動においても、今年度夏の総合体育大会でバレ

ーボール部が地区優勝、卓球女子が３位、新人大会では、野球部が県準優勝、陸上部が女子 400M

リレーで地区優勝などがあり、多くの生徒が地区大会・県大会で活躍しました。 

卒業生の寄稿の中には、「平成５年度に合唱コンクール・マラソン大会・作品展を合わせた学校

祭を初めて実現させた」と書かれていました。今年度、吹上中学校として最後となる合唱コンク

ール・いぶき祭では、学年が上がるごとに完成度の高い合唱でどのクラスも心を一つにした素晴

らしいハーモニー、太鼓や演劇、ダンスなど学年を超えた各部門のチームワークを見せてくれま

した。 

今在籍している生徒の姿から、先輩方が築きあげてきた吹上中学校の伝統が引き継がれている

ことを感じています。これも保護者の皆様のご理解とご協力、地域の方々、教育行政関係の皆様

方のご支援をいただきながら、綿々と引き継がれてきたものと、深く感謝申し上げます。 

今年度をもって吹上中学校は閉校となり、４月からは栃木北中学校として新たなスタートを切

ることになりますが、生徒のみなさんが、吹上中学校の伝統を引き継ぎ、新たな伝統を築きあげ

ていってくれると期待しています。 

 

じ ょ う し        お か 

吹上中学校への感謝の思い ～吹上中学校閉校式 

旧校舎 



＜全校群読「扉」＞ 

ありがとうの言葉とともに 一つの季節は終わり  

また新たな季節が 

一つの時代は流れ また 新たな時代が 

三つの絆とハーモニーを 予感させる 

ぼくらは 桜満開の坂道を ふたたび踏みしめ 

坂の上にある「扉」に 今目を向ける 

「扉」の向こうには 明日の太陽に照らされた 北の大地 

生命の 飛躍の声が 木霊する 

ぼくらは 満開の坂道を ふたたび踏みしめ 登っていく 

新しい日々の入り口の 一本の鍵と 少しの勇気を 握りしめ 

一つの季節の出口が 新たな季節の入り口に ぼくらを誘い 

一つの時代の出口は 新たな時代の入り口に ぼくらを導く 

汗ばむその手には 一本の鍵とともに 少しの勇気 

来るべき日々への予感は 今 はっきりと ぼくらの胸に 

バトンをわたし、たすきをつなぐ、桜咲く坂の上 

「扉」の向こうに ぼくらを導く 

 

 

1月 23日（金）吹上中学校の体育館で保護者の皆様にご参列いた

だき、第２学年が立志式を行いました。代表生徒 3 名が立志記念作

文を発表しました。●●●●さんは、将来料理人になり、地域の食材

を使って食文化を発信して地域貢献したいという夢を、●●●●さ

んは、和菓子職人になり、海外にも和菓子のおいしさを伝える夢を、

●●●●さんは、子供に寄り添い笑顔を増やせる保育士になる夢を

語りました。いずれも今までの自分

を振り返り、経験をもとに自分の将

来を真剣に考えていることが伝わってくる作文でした。また、将来どの

ような人間になりたいのか、生徒一人一人が立志を迎えての誓いの言

葉をご参列いただいた保護者を前に発表しました。その後に、立志記

念合唱として「心の中にきらめいて」を 2学年全生徒で唱いました。

歌詞に込められた思いが伝わってくる合唱で感動しました。 

 

 

１月１７日（土）今年度２回目となる生徒会リサイクルを行いま

した。生徒会が定期的に回収しているアルミ缶のほか、学校生活の

中で出るリサイクル品をゴミとは分別してためておいた新聞紙、段

ボール、雑誌などの紙類をリサイクル業者に運ぶ作業を行いまし

た。今回は、大会等の関係で生徒会役員と卓球部、ハンドボール部

だけでの積み込みとなりました。親父の会の協力で軽トラック４台

に種類別に載せることができました。ありがとうございました。 

 

 

２月５日（木）第３回の学校運営協議会を開催しました。吹上中

学校の学校運営協議会として最後の会議となりました。現在の生徒

の様子、今年度の学校評価の結果及び小中一貫教育の取組状況につ

いて説明後に、ご意見をいただきました。また、令和８年度栃木北

中学校の学校経営、年間行事予定、学校運営協議会についてもご説

明しました。委員の皆様からご質問、ご意見をいただき充実した協

議をすることができました。 

保護者が見守る中立志の誓い ～第２学年立志式 

複数台のトラックで種類別に運搬！ ～第２回生徒会リサイクル 

第３回学校運営協議会を開催 



 


